
『3110 原価計算論』 

対象：短期大学部

■テキスト

2025.3.01 訂正

P.83 下から５行目 下記のとおり修正ください

P.84 ２行目 下記のとおり修正ください
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2023.12.01 訂正

P.81 【資料】下記のとおり修正ください

P.81 【解答】

（誤）まずは完成品原価について計算します。標準原価カードから、製品 1 個あ

たりの標準製造原価が 34,350 円とわかっているので、これに完成品数量をかけま

す。 

（正）まずは完成品原価について計算します。標準原価カードから、製品 1 個あ

たりの標準製造原価が 36,350 円とわかっているので、これに完成品数量をかけま

す。 

P.82 下記のとおり修正ください
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P.83 以下のとおり修正ください

P.89 【資料】下記のとおり修正ください
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P.90 下記のとおり修正ください

P.90 【資料】当月の生産データ

（誤）完成品 230 個 

（正）完成品 140 個 

P.91 【資料】当月の生産データ

（誤）完成品 230 個 

（正）完成品 140 個 

P.91

（誤）実際直接労務費の総額 1,847,340 円 

実際直接作業時間 9,330 時間 

（正）実際直接労務費の総額 1,148,400 円 

実際直接作業時間 5,800 時間 

P.91 【解答】

（誤）賃率差異＝（200-198）×9,330＝＋18,660 円 

実際賃率：1,847,340÷9,330＝198 円／時間 

時間差異＝200×（40×228-9,330）＝△42,000 円 

（正）賃率差異＝（200-198）×5,800＝11,600 円 

実際賃率：1,148,400÷5,800＝198 円／時間 

時間差異＝200×（40×138-5,800）＝△56,000 円 
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2023.05.01 訂正

P.75 【資料】生産データ

（誤）月初仕掛品 50 個 

（正）月初仕掛品 40 個 

P.75 【資料】

（誤）※材料はすべて工程の始点で投入されている。月初仕掛品の加工 

進捗度は 60%であり、月末仕掛品の加工進捗度は 40%である。 

（正）※材料はすべて工程の始点で投入されている。月初仕掛品の加工 

進捗度は 75%であり、月末仕掛品の加工進捗度は 40%である。 

P.76

（誤）当月投入分の完成品換算数量=280 個-50 個×60％＋80 個×40％ 

=282 個 

（正）当月投入分の完成品換算数量=280 個-40 個×75％＋80 個×40％ 

=282 個 
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